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バッテリーカバー
警告!

感電の危険:バッテリーカバーを取り付ける前に必ずバッテ
リーの電源を切ってください。各国（各地域）の法律にした
がって電源を正しく接地してください。バッテリーカバーは
必ず取り付けてから電源に接続してください。

けがの危険:感電や火災の危険を防ぐためプラグおよび露
出コードに摩耗や損傷がないか使用前に点検してください。
修理を行う際はヒーターの電源を切断してください。

注意
やけどの危険:絶縁されたバッテリーケースにバッテリーが
収容されている場合、バッテリーの過熱を防ぐためサーモ
スタットを使うことをお勧めします。バッテリーカバーのサ
ーモスタットをカバーの重なり部分などで覆うことのないよ
うに注意してください。余分な重なりやサーモスタット機能
の妨害は過熱の原因になります。
過熱によってバッテリーが損傷されたり、バッテリー寿命が
短くなったりする可能性があります。

バッテリー損傷を避けるために:ニッケルカドミウム電池に
はバッテリーカバーを使用しないことをお勧めします。

カバーの取り付け
1. 最初にバッテリーのマイナス端子、次にプラス端子

の接続を切り、バッテリーを取り外します。

2. バッテリーの側面の汚れを取り除きます。ケースに
入っている場合はバッテリーケースを清掃します。

3. バッテリーをカバーで覆います。サーモスタットがバッ
テリーの方を向いていることを確認してください。

 注意  最大重なり推奨値を超えないようにしてください。 
表１参照。

ワット数 最大重なり長
50 10 cm (4 inch)
80 15 cm (6 inch)

100 46 cm (18 inch)

4. 付属のベルトでバッテリーを固定します。余分なベ
ルトを取り除いてください。

5. バッテリーがコードを踏まないようにコードをひいて
ください。コードを高温面や可動部品に固定しない
でください。

6. バッテリーを再び接続してください。まずプラス端
子を接続し、次にマイナス端子を接続してくださ
い。バッテリーカバーを定格電源に正しく接続して
ください。

7. カバーおよび電気接続部分に摩耗や過熱がないか
稼働2年毎に点検してください。

コード

ベルト

サーモスタット
（バッテリーの方を向いていること）

最大重なり長さは10-46 cm（4-18 inch）（表１参照）

図１　バッテリーカバーの取り付け（最大重なり推奨値）

製品を適切に設置・運用する
ため注意してお読みください。
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バッテリーパッド
警告!

感電の危険:バッテリーパッドを取り付ける前に必ずバッテ
リーの電源を切ってください。電源は各国（各地域）の法律
にしたがって正しく接地してください。バッテリーパッドは必
ず取り付けてから電源に接続してください。

けがの危険:感電や火災の危険を防ぐためプラグおよび露
出コードに摩耗や損傷がないか使用前に点検してください。
修理を行う際にはヒーターの電源を切断してください。

注意
やけどの危険:絶縁されたバッテリーケースにバッテリーが
収容されている場合、バッテリーの過熱を防ぐためサーモ
スタットを使うことをお勧めします。
過熱によってバッテリーが損傷されたり、バッテリー寿命が
短くなったりする可能性があります。

バッテリー損傷を避けるために:ニッケルカドミウム電池に
はバッテリーバッドを使用しないことをお勧めします。

バッテリーバッドは平らで均一な面に取り付けることをお
勧めします。パッドの取り付け面およびバッテリー裏面の
汚れを取り除いてから保温パッドを取り付けてください。

パッドの設置
1. まずバッテリーのマイナス端子、次にプラス端子を

取り外します。バッテリー（単数または複数）を外し
ます。

2. バッテリー裏面およびバッテリーケースの底または
パッドの取り付け面の汚れを取り除きます。

3. バッテリーパッドの文字のある方を上にしてバッテ
リーの下に敷くかケースの中に設置します。

4. バッテリーパッドを接続します。

 h バッテリーパッドを１台設置する場合は接地してくださ
い。

 h バッテリーパッドを複数台設置する場合、3ピンコネク
ターでパッドを接続してください。パッドが確実に接続
されておりラッチが嵌合していることを確認してくださ
い。接地線を接続してください。図３参照。

5. バッテリーがコードを踏まないようにコードをひいて
ください。コードを高温面や可動部品に固定しない
でください。

6. バッテリーをパッドの上に置きます。パッドの電気接
続部を損傷しないようにバッテリーは少なくとも38
㎜（1-1/2 inch）パッドの端から離して設置してくだ
さい。図２参照。

7. バッテリー（単数または複数）を再び接続します。ま
ずプラス端子、次にマイナス端子を接続してくださ
い。バッテリーパッドを定格電源に正しく接続しま
す。

8. パッドおよび電気接続部分に摩耗や過熱がないか
稼働2年毎に点検してください。

図２　バッテリーパッドの取り付け
　　   バッテリーはコネクター側のパッドの端から少なくとも

38mm（1-1/2 inch）離して設置してください。

サーモスタット

Yコード

接地

３ピンコネクター

バッテリーケース

図３　バッテリーケースに接続された複数のバッテリーパッド。
　　   Yコードでサーモスタットが追加できます。

最少38 mm(1-1/2 inch)

接地

パッドの
電気的接続

3ピンコネクター
（複数パッドを使用する場合）
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